
◎ 目的物質に合った生物種をいかに選ぶか？ 生産性の高いプロセスの設計、操作条件の勘所は？ 

◎ 開発にかかる時間や生産スピード／コスト等、各手法の長所・短所を明確にし、課題解決に活かす！ 
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ぜひご試読ください 

技術情報協会 バイオプロセス 書籍 

※ 大学、公的機関、医療機関の方には割引価格（アカデミック価格）で販売いたします。 詳しくはお問い合わせください。 

■１章 物質生産のための 
バイオリアクターの設計とスケールアップ 

１節 バイオリアクターの種類と用途・選定のポイント 
１．培養操作の違いによるバイオリアクター 
２．培養槽形状の違いによるバイオリアクター 
３．培養方法、培養対象の違いによるバイオリアクター 

２節 バイオリアクターの運転・操作のポイントと生産性向上 
１．バイオリアクター（ＭＵＢ）運転の諸工程 
２．ＭＵＢ構成要素のリスク評価に基づくメンテナンス 
３ メンテナンス 
４ 雑菌汚染（コンタミネーション） 

３節 バイオリアクターにおける反応式とその活用法 
１．  
 1.1 細胞濃度Xを高めるために活用すべき培養パラメーター 
 1.2 生産物濃度Pを高めるために活用すべき培養パラメーター 
 1.3 細胞にかかるシェアストレスを簡便に把握するための指標 
２．卓上サイズから大型バイオリアクターへのスケールアップ 

４節 バイオリアクターのスケールアップ法とその留意点 
１．バイオリアクター 
２．スケールアップ法 

３．スケールアップの相似則と基準因子 
４．スケールアップ計算テンプレート 
５．CFD（数値流体力学）による流動解析の利用  

５節 生産用シングルユース バイオリアクターの開発・設計と留意点 
１．バイオリアクター・システムのシングルユース化のメリット 
２．生産用シングルユースバイオリアクターの設計及び用途開発 
３．シングルユースシステム及び周辺デバイスの開発・設計と留意点 

■２章 動物細胞培養での留意点と 
物質生産への応用 

１節 接着培養（単層培養・静置培養）による動物細胞の培養 
１．動物細胞の足場依存性と接着培養の必要性 
２．接着培養に必要な器具や試薬類 
３．培養操作上の注意点 

２節 浮遊培養による動物細胞の培養 
１．浮遊培養による動物細胞培養 
 1.1 浮遊細胞培養 1.2 組換えタンパク質生産のための無血清培地 
 1.3 その他浮遊培養における注意点 

３節 培地最適化とpH・浸透圧の制御のポイント 
 １．培地成分の最適化 
 ２．物理的環境の最適化 
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【１】生産性の高いバイオリアクターの設計とその操作条件の最適化 
・装置設計や操作条件の設定に、反応式や物質収支・速度論をいかに活用する？ 
・大型の装置へスケールアップさせる際のデータのとり方、見方 
・スケールアップでこれまで頼ってきた、ベテランの“経験・カン”を形式知にする、科学的・定量的なアプローチ 

【２】目的に応じた培養方法の選択、最適な培養操作のポイント（動物細胞／植物細胞／微生物） 
・目的の生産物やその特色にあった培養法をいかに選ぶか？ 
・培養手法毎にみた培地の選定と使用、温度・湿度の管理など、適切な手法のマニュアル！ 

【３】微生物を活用した有用性物質の生産技術を事例豊富に掲載！ 
・大腸菌、酵母、放線菌、糸状菌、麹菌など、各種微生物のメリット・デメリットや活用の留意点 
・発酵プロセス設計での具体的留意点と事例 

【４】バイオ生産における分離精製技術と活用のポイント 
・回収・濾過・膜分離・吸着・濃縮・抽出やクロマトグラフィー技術など、各種分離技術の活用 

４節 動物細胞培養における温度・湿度の制御と培養操作でのポイント 
１．細胞と温度の関係性 
２．温度を中心とした培養操作のポイント 
３．細胞と湿度の関係 
４．湿度を中心とした細胞培養時のポイント 

５節 無血清培養技術とその培地活用・設計のポイント 
１．歴史 
２．無血清培地の設計の目的 
３．設計のポイント 
４．応用例 

６節 生産用動物細胞のフェドバッチ培養とスケールアップのポイント 
１．フェドバッチ培養の基本戦略 
２．フェドバッチ培養の最近の動向 

７節 物質生産能の高い育種法の開発と活用 
１．CHO細胞において導入外来遺伝子を高発現する染色体領域の探索 
２．導入遺伝子を高発現する染色体部位の特徴 
３．ゲノム編集によるエンハンサー活性の評価 
４．異なるタイプの導入遺伝子高発現部位の探索 

 

バイオプロセスを用いた 

有用性物質生産技術 
～動物・植物細胞や微生物の培養・分離精製技術～ 
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 詳細なプログラムの確認、 
購入、試読のお申込みはこちら 

■３章 植物／植物細胞を用いた物質生産技術 

１節 人工光植物工場における付加価値植物の生産 
１．赤青混合光への緑色光補光がリーフレタスの品質に及ぼす影響 
２．短波長光照射によるニチニチソウの薬効成分濃度向上化  
３．モノテルペンインドールアルカロイドの汎用製造プラットフォームとし

てのニチニチソウの利活用 

２節 新規ゲノム編集技術開発による植物細胞の機能改変 
１．ゲノム編集技術の原理 
２．CRISPR-Cas9の課題と改良 
３．新しいゲノム編集技術の開発 
４．CRISPR-Casを基盤にしたさまざまなゲノム編集 
５．植物へのゲノム編集技術の最適化 

３節 シングルユースバッグを用いた植物細胞の低コスト培養技術 
１．シングルユースバッグの開発 
２．シングルユースバッグを用いた植物細胞培養 
３．今後の課題 

４節 植物細胞培養の各種手法とその培養操作・培地最適化のポイント 
１．植物細胞培養の基本 
1.1 供試材料の選定とその扱い 
1.2 培養条件の決定 
1.3 培養細胞の特性把握と選抜 

５節 植物細胞壁の破砕・溶解法の検討と分析・評価 
１．循環型資源である植物バイオマス 
２．多様な植物成分 
３．植物細胞壁成分 
４．微粉砕方法 
５．木材細胞壁成分の微粉砕法 
６．  
７．NMR法による分析 
８．誘導体化反応と合わせた分析 
９．リグニン-多糖複合体試料の調製法と構造解析 

■４章 微生物を利用した有用物質生産と 
発酵プロセス設計 

１節 微生物培養の各種手法とその培養操作・培地最適化のポイント 
１．培養の形態 
２ 培地成分の理解 
３ 培地の設計 

２節 大腸菌を利用した有用物質生産技術とその応用法 
１．遺伝子発現 
1.1 遺伝子発現系のデザイン 
1.2 発現のトラブルシューティング 
２．大腸菌を用いた物質生産における留意点 
2.1 基質添加における留意点 
2.2 生産物の排出 
2.3 補酵素の供給 
2.4 生産物や中間代謝産物の分解系遮断 
2.5 直接発酵による生産 

３節 酵母を利用した有用物質産生技術とその応用 
１．有用物質産生における酵母の利点 
２．酵母を用いた燃料の産生 
３．酵母を用いた医薬品原料の産生 
４．酵母を用いたワクチンに利用できるタンパク質の産生 
５．酵母を用いた人工ファージの作製 

４節 放線菌を利用した有用物質生産技術とその応用法 
１．二次代謝生合成遺伝子クラスターの異種発現 
２．  
３．アクティベーター遺伝子の強制発現に伴う二次代謝誘導 
４．リプレッサー遺伝子の機能欠損に伴う二次代謝誘導 
５．リプレッサー遺伝子の機能欠損および主要二次代謝生合成の遮断

を組み合わせた二次代謝誘導 

５節 糸状菌を利用した有用物質生産技術とその応用法 
－麴菌の遺伝子組換え技術による有用物質生産を中心にして－ 

１．有用物質生産に必要とされる麴菌の遺伝子組換えに必要な基本技術 
２．麴菌を宿主とした一次代謝産物および二次代謝産物の高生産 
３．麴菌を宿主にした有用異種タンパク質の生産 

６節 麹菌を用いた有用物質の発酵生産技術とその応用法 
１．日本酒 
２．ミリン 
３．食酢 
４．甘酒 

７節 微生物由来糖質関連酵素を用いた有用糖質の開発と生産 
１．糖質関連酵素 
２．最近の応用展開 
３．糖質に関わる酵素利用研究 

８節 麹菌のゲノム編集技術と物質生産育種への活用 
１．麹菌におけるゲノム編集による効率的な多重遺伝子改変技術の開発 
1.1 ゲノム編集を利用した効率的な遺伝子改変 
1.2 ゲノム編集プラスミドのリサイクリングによる多重遺伝子改変 
２．麹菌におけるゲノム編集を利用した効率的な物質生産と育種改変 

９節 プロセス設計に向けた発酵手法の基礎 
１．発酵とは？ ～発酵の種類～ 
２．発酵形式 
３．培養方式 
４．発酵 (微生物の培養)に影響する要因 
５．微生物の反応速度 
６．発酵プロセスの計測と制御 
７．発酵プロセスの操作 

１０節 微生物によるイソプロパノールの発酵生産 
１．細菌におけるイソプロパノールの生産 
２．酵母におけるイソプロパノールの生産 
３．イソプロパノール発酵生産の課題と克服への道筋 

４．検出器 
５．分離の実際 

４節 マルチモーダルクロマトグラフィー 
１．マルチモーダルクロマトグラフィーの有用性 
２．リガンドの構造と物性 
３．実施例 
４．溶質の結合と溶出における移動相の効果 
５．溶出剤としてのアルギニン 

５節 超臨界流体クロマトグラフィー 
１．超臨界流体クロマトグラフィーの原理・仕組み・特徴 
２．既往のクロマトグラフィーにおける溶出時間の予測モデル 
３．

６節 温度応答性クロマトグラフィー 
１．温度応答性高分子修飾クロマトグラフィー担体の作製方法 
２．疎水性相互作用を強力にした温度応答性クロマトグラフィー 
３．温度応答性イオン交換クロマトグラフィー 
４．温度応答性タンパク質吸着クロマトグラフィー 
５．温度応答性ミックスモードクロマトグラフィー 
６．臨床分析のための温度応答性クロマトグラフィー 
７．温度応答性高分子ブラシ修飾モノリスシリカによる高速分析 

■７章  
  

１節 タンパク質のアフィニティー精製 
１．アフィニティー精製の概要 
２．クロマトグラフィー以外のアフィニティー精製法 
３．固体結合ペプチドを用いたアフィニティー精製 
４．自己集合性タグを用いた精製 

２節 タンパク質の分別沈殿 
１．硫安塩析 
２.有機溶媒沈殿 
３.非電化水溶性ポリマー沈殿 
４.等電点沈殿 
５.高分子電解質沈殿 

３節 酵素精製の手法と最適化 
１．精製対象の酵素について，あらかじめ知っておきたいこと 
２．酵素精製における基本的な注意点 
３．酵素精製の手法 

４節 大腸菌を用いたタンパク質分泌生産 
１．大腸菌の細胞表層構造 
２．大腸菌を用いた組換えタンパク質の分泌生産に対するアプローチ 

５節 酵母細胞による異種タンパク質生産 
１．酵母タンパク質生産系の一般的特徴と各種酵母の特性 
２．メタノール資化性酵母による異種タンパク質生産 

６節 麹菌を用いた組換えタンパク質生産 
１．シス・エレメントRegionIIIを利用した 
２．5’UTRの改変による翻訳の効率化 
３．高効率なターミネーターの取得 
４．セルフクローニング用発現プラスミドの構築とその利用 
５．ジャーファーメンターによる酵素生産 
６．麹菌タンパク質大量生産システムの現状 
７．タンパク質の生産性をさらに高めるには 

７節 カイコ無細胞系を用いたタンパク質生産と分離技術 
１．無細胞タンパク質合成系 
２．カイコ無細胞タンパク質合成系の開発 
３．カイコ無細胞タンパク質合成系の実用化 
４．カイコ無細胞系を用いたタンパク質の生産と分離精製 
５．研究成果を活用するベンチャー 

８節 植物組織からの医療用タンパク質の抽出と精製 
１．  
２．概論的な内容 
３．事例紹介；グルコセレブロシダーゼ 
４．分離精製を含むダウンストリームのコスト 

■８章 ペプチド・核酸など 
     モダリティ医薬の生産と分離精製  

１節 中分子ペプチド製造を指向した 
新規液相ペプチド合成法の開発と合成例 

１．ペプチド性医薬品の化学合成概説 
２．新規収束型液相ペプチド合成法の開発 
３．新規液相合成技術SYNCSOL®によるペプチド合成研究の実例 

２節 シリカゲルカラムによるペプチド・タンパクの精製技術と 
その高精度・低コスト化 

１．メソ孔と貫通孔 
２．パーフュージョン効果 
３．モノリス型シリカゲル 
４．実験結果 

３節 液体クロマトグラフィーによる核酸の分離精製 
１．分析LCから分離精製LCへの流れ 
２．オリゴヌクレオチドの精製 

４節 バイオ医薬品製造におけるE&L評価と 
ろ過滅菌工程及びシングルユースシステムのバリデーション 

１．E&Lの規制当局および業界動向  
２．E&L評価のリスクベースアプローチ 
３．医薬品の開発フェーズとE&L評価 
４．プロセスとE&L評価 

１１節 バイオインフォマティクスを活用した物質生産の効率化 
１．流束均衡解析 
２．増殖連動生産 
３．混合整数線形計画法による遺伝子削除戦略の探索 
４．基準モードによる反応削除戦略の計算 
５．TrimGdelによる遺伝子削除戦略の計算 

１２節 バイオプロセス開発と実生産におけるデータサイエンス 
１．データサイエンス 
２．バイオプロセスの研究開発におけるデータサイエンス 
３．実生産現場におけるデータサイエンス 

１３節 微生物によるバイオプラスチックの生合成技術とその現状 
１．  
２．PHA分解機構や細胞内のPHA結合タンパク質を利用した 

PHA生合成系の改良 
３． PHA工業化の現状 

１４節 小規模でも省エネ低コストのバイオエタノール生産技術の開発 
～固体連続併行複発酵の事例 

１．バイオエタノールの原料と前処理 
２．生産コストの構成と生産スケール 
３．集約型固体連続併行複発酵（CCSSF）システム 
４．雑菌対策 
５．CCSSFの特徴と課題 
６．生産コスト 

１５節 オルニチン高生産清酒酵母の分離技術の開発 
１．プロリン及びオルニチン高生産酵母の分離 
２．プロリン及びオルニチン高生産酵母の全ゲノムDNA解析 
３．ARG5,6変異が細胞内アミノ酸量に及ぼす影響 
４．NAGK発現プラスミドの構築 
５．組換えNAGKの発現・精製 
６．NAGKのアミノ酸置換がNAGK活性に与える影響 
７．プロリン及びオルニチン高生産変異株を用いた清酒小仕込み試験 

１６節 
１．微細藻の光合成能力の測定と応用 
２．レースウエイ（ＲＷ）型培養槽の最適設計 
３．側面出光型光ファイバ培養槽における高効率，高密度培養 
４．ＬＥＤ照射濡壁塔型培養槽を利用した 

再生可能エネルギーカーボンリサイクルシステム 

■５章 バイオプロセスにおける 
回収・濾過・分離の基本技術とその応用 

１節 濾過 
１．濾過の分類 
２．濾過の基本モデル 
３．ケーク濾過モデル 
４．ケーク構造の評価 
５．タンパク質の濾過の例 

２節 溶媒抽出 
１．物質（溶質）の溶解現象について 
２．溶解度パラメータとは 
３．溶解度と溶解度パラメータの相関 
４．  
５．分配係数の理論推算 ～溶解度の理論推算を応用して～ 
６．抽出シミュレーション ～抽出分離の理論予測を目指して～ 

３節 膜分離 
１．分離膜の種類、および分離のメカニズムと駆動力 
２．膜モジュールと運転 
３．透過流束、処理量、およびプレフィルター 
５．シングルユース、連続プロセス 
６．ROによる精製水の製造 

４節 吸着 
１．分離精製における吸着 
２.吸着を利用した各種バイオプロセス・バイオデバイス応用 

５節 濃縮 
１．膜分離による濃縮 
２．沈殿による濃縮 
３．抽出 
４．吸着 
５．凍結濃縮法 

６節 脱水 
１．これまでの脱水工程 
２．膜による脱水技術 
３．ゼオライトについて 
４．ゼオライト膜と膜モジュールの構造 
５．ゼオライト膜を用いた脱水精製技術 
６．ゼオライト膜による正浸透 

■６章 バイオプロセスにおける 
各種クロマトグラフィー技術とその応用 

１節 イオン交換クロマトグラフィー 
１．イオン交換クロマトグラフィーの原理 
２．イオン交換クロマトグラフィーの実際 
３．イオン交換クロマトグラフィー分離工程各論 
４．スケールアップ 
５．バイオプロセスにおけるイオン交換クロマトグラフィーの実例 

２節 疎水性クロマトグラフィー 
１．タンパク質の疎水性 
２．疎水性クロマトグラフィーのカラム 
３．溶媒効果 
４．塩析効果クロマトグラフィー 
５．疎水性クロマトグラフィーの応用例 

３節 逆相クロマトグラフィー 
１．逆相クロマトグラフィーの原理 
２．逆相クロマトグラフィーのシステム 
３．逆相クロマトグラフィーの担体 


